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要旨：膝関節に嬉痛やこわばり感を自覚する高齢者を対象に，膝関節への蒸気温熱シートによる長時間の

湿熱加温の有効性について，膝関節の嬉痛やこわばり感に加え，日常生活の変化からその効果を検討した．

膝関節に嬉痛やこわばり感を自覚しながら自立した日常生活を送る６５歳以上の高齢者（平均年齢７７士５

歳）１５名（男性２名，女'性１３名）を対象に，膝関節への湿熱加温前後の嬉痛．こわばり感,日常生活

の活動状態，バイタルサインの変化を測定した．温番法には蒸気温熱シート(めぐりズム蒸気温熱パワー

⑰，花王）を使用し，１日平均８．３時間連続貼用した．膝関節の癌痛．こわばり感，日常生活の評価には，

日本版膝関節症機能評価尺度（ＪＫ○Ｍ）を使用し，温番法介入前後７日間の膝関節の状態を測定した．そ

の結果，膝関節症機能評価尺度の有意な改善が示され，湿熱加温が膝関節痛の緩和に有効であり，嬉痛の

改善とともに高齢者のＡＤＬおよびIＡＤＬの向上がはかられ，日常生活の改善というＱＯＬ向上につなが

ることが示唆された．
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I、緒言

温熱療法に関する研究では,嬉痛緩和ﾙ3)や整腸作

用46)，排尿調節作用7-9)，リラクゼーシヨン効果10-11）

など数多くの検討がなされ，その効果が報告されて

いる．身体各部の痩痛緩和の工夫として，首・肩・

腰への蒸気温熱シートによる加温12~13)，蒸気温熱シー

トの使用による変形'性膝関節症患者の歩行能やこわ

ばり感の改善効果'4)が示されている．湿熱および

乾熱による温熱効果の比較検討では，湿熱加温は乾

熱加温よりも優れる温熱効果が確認されている'516)．

一方，膝関節痛緩和の検討において，日常生活状態

を評価項目の一つに取り入れている日本版膝関節症

機能評価尺度（JapaneseKnee○steoarthritis

Measure:ＪＫＯＭ)'7)による温番法効果の検討は少な

い．

慢性嬉痛を有する高齢者のＱ○Ｌの維持・向上に

は，痛みの程度やその影響による活動制限が大きく

関与すると報告されており'8)，膝関節痛が高齢者の

生活機能に深く関わることが予想される．新健康フ

ロンティア戦略'9)では，介護予防の一層の推進に

向け運動器疾患対策に着目しており，痛みの緩和や

身体活動の低下を防止する取り組みを重要視してい

る．
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